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入学難です

育
館
川
使
用
瀦
(
保
育
費
な
ど
)
の
滞
納
一
休
庁
、
年
始
御
用
始
め
は
一

整
理
を
強
力
に
す
弘
め
る
方
針
を
と
白
一
マ
市
立
小
中
学
校
@
十
一
一
月
一

課
員
を
皆
励
し
て
い
ま
す
。
一
(
土
)
終
了
式
、
思
一
十
六
』
…

ζ
れ
ら
の
滞
納
総
額
は
約
九
十
五
万
一
ら
一
月
七
百
(
土
)
ま
で
ま
一
…
…

醐
醐
一
月
に
の
ぼ
っ
て
昔
、
車
霊
童
一
同
月
九
百
に
径
一
一
等
襲
撃
。
一

同
醐
一
も
最
近
汀
な
っ
た
昭
和
一
一
一
十
四
重
一
v
E

露
@
十
二
月
一
一
十
六
臼
一
目

!
一
一
〈
月
〉
か
ら
一
月
開
問
包
ま
で
一
休
館
一

問
棚
一
決
算
審
査
む
な
か
で
、
と
く
に
こ
の
一
言
葉
会
十
二
月
二
十
七
一
“

W

網
"
一
室
指
摘
し
て
い
ま
す
。
一
日
(
火
)
に
保
湾
お
さ
め
、
間
二
十
八
一
…

都
市
計
極
設
で
は
、
さ
き
に
着
手
し
た
一
に
匂
留
意
主
だ
さ
い
。
一
と
で
、
無
許
可
建
築
笠
袋
、
あ
民
連
ア
一
一

ブ
白
一
日
(
水
)
か
ら
一
一
月
八
日
(
臼
)
ま
で
休
一
…

都
市
改
造
土
地
騒
毒
事
業
(
市
獲
量
害
対
象
と
な
る
も
の

U

家
事
一
襲
撃
法
と
都
市
高
浪
一
一
震
の
一
量
一
一
年
末
年
始
休
ま
せ
…
一
業
一
月
九
段
〈
月
)
保
育
は
じ
め
。
一

巻
空
間
的
内
の
量
制
限
が
、
一
止
し
一
工
作
物
を
翼
@
増
季
改
築
す
る
一
を
受
け
る

ζ

と
に
な
白
ま
す
。
一
一
て
い
た
だ
き
ま
す
一
一

v
霊
襲
撃
士
喜
一
十
一
言
終
一
…

〈
守
ら
れ
て
い
な
い
草
が
あ
る
と
し
一
言
、
移
動
が
容
易
で
な
い
物
喜
一
一
一
一
一
一

J
式
、
間
二
十
四
日
吉
宗
み
、
一

て
、
関
係
長
、
選
@
癒
入
@
須
賀
一
置
し
昔
、
積
ん
で
お
い
苦
喜
一
一
台
議
義
援
護
?
一
始
業
護
学
校
と
閉
じ
一
月
九
百
。
一
"

守
重
反
域
内
の
人
た
ち
に
警
と
き
。
一
滞
納
総
額
約
百
年
始
、
棄
と
教
事

E
j
e
十
一
一
息
一
十
苦
か
ら
歳
一

号
て
い
ま
す
。
一
議
区
域
土
復
工
区
@
馬
入
工
区
一
九
十
五
万
円
一
塁
塁
、
次
の
と
お
品
ま
せ
て
一
毒
量
に
は
い
る
な
宍
消
防
一

一
一
単
一
端
的
記
事
諮
問
時
一
市
長
問
諮
問
江
戸
一
議
広
告
一
以
誠
一
出
向
日
一
…

の
認
話
回
か
ら
こ
ま
内
の
豊
一
し
文
県
知
事
あ
て
出
し
て
い
た
だ
一
喜
住
宅
使
用
粍
土
産
語
、
保
一
二
十
九
日
〈
木
)
吉
一
塁
一
塁
王
国
凶
作
業
所
、
差
損
事
務
な
ど
は
、
一
以

処
分
の
ハ
舎
が
あ
っ
て
聾
が
章
一
き
ま
す
。
警
告
か
つ
て
に
望
一

;
i
i
E
?
E
5
5

一
三
喜
一
芸
三
喜
一
主
主
主
主
吾
喜
一
言
霊
至
宝
-
5
E

霊
室
喜
一
一
言
一
芸
主
喜
一
芸
歪
一
言
豆
一
言
言
霊
祭
一
室

2
5
5
}

』1
5
2一号

長
諮
問r
u時
比
一
長
打
開
説
明
一
鞠
単
司
鵜
み
露
関
宮
露
首
一
建
立

h
p
u
k
軒
町
内
」
員
間
何
時

;
閣
に
E

、
撃
に
家
が
一
か
な
ら
ず
一
警
護
ヘ
ロ
宇
一

f

遺
品
禁

f
?
?

講
中
間
報
告
一Hd
日
出
一
器
開
常
重
@

光
て
ら
れ
昔
、
高
の
状
態
が
か
一
宮
、
そ
の
あ
と
で
申
請
替
を
、
代
一
重
諜
が
し
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
←
買
い
上
げ
指
童
話
す
る
劉
白
合
と
金
田
六
一
一
一
一
俊
(
二
五
六
乏
い
上
げ
露
で
あ
る
一
一
月
二
十
八
日
を
一
耳
目
建
設
常
任
蚕
@

え
ら
れ
た
白
す
る
と
べ
聾
擾
訟
が
一
警
に
光
の
む
な
白
、
星
空
室
一
本
年
産
米
の
出
荷
は
、
実
に
め

A
主
で
す
。
一
旭
五
回
。
俵
(
一
O
@
六
凶
弾
〉
一
ま
た
す
、
震
い
上
富
市
震
を
か
る
く
一
建
設
諜
都
市
計
画
票

日
訪
れ
許
可
れ
れ
れ
一
位
守
さ
れ
る
き
し
て
く
一
詩
民
主
に

U
N
7商出
荷
を
一
泊
持
ど
言
、
一
河
野
性
告
訴
一
軒
諒
併

設
さ
れ
義
を
ま
た
す
士
フ
む
か
し
一
よ
く
あ
る
例
で
す
が
、
襲
許
富
譜
一
ぃ
一
万
四
亙
ハ
十
一
票
積
み
出
さ
れ
一
金
亘
一
一
一
回
六
七
銭
(
一
一
ヱ
ハ
@
七
一
一
一
括
)
一
重
体
で
四
万
平
手
一
俵
、
八
千
一
の
政
府
選
、
全
般
控
室
長
年
一
霊
祭
器
開
問
起
諸
問

て
E
2

よ
吉
に
な
っ
た
担
ず
る
か
一
撃
を
代
重
さ
ん
に
た
の
む
と
問
符
に
一
ま
し
た
。
一
言
一
五
一
一
穴
熊
一
一
一
一
一
@
七
号
)
一
四
百
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
前
記
し
と
産
の
一
変
が
つ
ま
っ
て
い
る
た
め
善
大
一
塁
け
、
つ
い
で
、
都
市
計
商
事
業

ら
で
す
。
一
望
し
て
し
ま
い
、
申
書
が
市
役
所
一
九
月
自
に
、
霊
童
米
の
竺
簿
一
義
四
一
七
俵
(
一
石
@
六
六
%
)
一
出
荷
量
、

ζ
の
資
重yお
し
て
二
一
重
荷
を
ひ
か
え
て
、
倉
庫
の
や

D
く
一
と
民
望
書
議
会
委
員
の
撃
に

市
営
量
毒
事
業
空
区
に
な
っ
て
一
へ
ま
わ
っ
て
き
元
と
き
に
は
、
す
で
に
す
出
荷
さ
れ
て
か
ら
、
十
一
月
二
十
日
一
露
五
六
五
僚
(
二
一
一
一
・

5

五
十
二
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
…
つ
い
て
説
窃
を

5き
い
た
。

い
る
反
域
内
で
、
今
後
あ
ら
た
に
建
築
工
事
の
霊
み
が
お
わ
っ
て
い
た
喜
一
ま
で
に
、
農
著
書
食
糧
事
務
所
一
大
野
望
一
俊
〈
一
ぎ
て
六
六
手
。
去
、
前
年
周
期
(
十
三
一
十
一
て
す
、
長
か
ら
も
、
童
家
主

E

エ
襲
撃
土
場
誘
致
の
窺

な
ど
を
お
こ
な
う
場
合
、
県
知
事
の
一
る
乙
と
が
あ
白
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
主
義
蓄
量
言
葉
集
荷
数
量
は
一
喜
一
一
言
俵
(
一
六
五
一
括
)
命
日
)
の
出
荷
量
、
李
喜
五
十
四
一
露
出
荷
に
協
刀
ず
る
よ
う
量
警
一
波
に
つ
い
て
書
夏
草
号
、

警
が
、
手
議
で
す
か
ら
次
の
点
一
語
に
工
事
を
す
す
め
る
、
と
い
う
こ
一
次
の
と
お

D

で
す
ロ
カ
ッ
コ
内
は
喜
一
番
五
八
回
俵
(
一
二
え
妻
)
俵
で
し
た
。
一
正
童
と
の
ぞ
ん
で
、
ま
す
。
一
蓄
の
護
、
今
後
の
誘
致
蓄
の

自
由

b
!

レ
一
す
〉
め
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
。

街
、
ノ
)
U
1
:
ノ
出
〕
〉

W
A〕
〉
剖
A
4

別
問
ゴ
計
ィ
寸
一

v
智
文
章
生
常
任
琴
震
一
件

B
'
4
5
'
m
m
M
M
W
A

鶏

U
P
J
沿
掲
持
町
野
f

の
河
@
一
を
審
議
の
あ
と
、
外
地
死
亡
者
の

A口

ヰ
富
山
山
白
書

8
0
7
8
0
2
3

投
4
5
1
t

内
フ
竹
部
司
軍

n
t

一
周
葬
、
引
き
上
げ
者
住
宅
の
火
災
、

料

S
υ

ム
イ
ム
ム
イ
に
仏
押
印

1
6

坊
8
6
6

れ
市
ラ
設
労
開
票
、
し
一

F

・
明
記
3
2
2
1

・

8
0

診
1
・

e

・
わ
の
グ
(
@
、
役
ず
ま
一
衛
却
す
ま
つ

D

な
ど
の
経
過
と
結
果
に

郡
一
空
立
ア
ゆ
一
昨
者
一
ゆ
山
二
一
町
一
町
一
一
計
男
女
平
♂
お
沼
山
一
許
諾
訪
日
十
日
計
十

参
瑚
薬
綴
察
知
詰
日
目
立
雄
三
一
る
楼
連
事
務
所
の
費
問
題
島

町
出
桝
間
臨

f
t

翻
駒
紘
一
室
毒
事
業
、
体
育
館
の
完
全
整

一
備
計
沼
、
高
校
増
設
問
題
な
ど
に
つ

一
い
て
経
過
報
告
を
授
け
、
松
原
汽
ム
民

一
銀
趨
設
計
腐
の
変
更
を
了
解
し
た
。

一
円V
M百
衛
生
対
策
議
@
し
尿
処
廻
状
況

の
書
道
け
、
処
理
場
の
機
能
増

大
と
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
問
題
に
つ
い

て
討
議
、
続
い
て
、
火
葬
湯
都
築
計

画
己
露
両
国
の
併
設
に
つ
い
て
経
過
報

告
を
受
け
た
あ
と
、
今
後
の
墨
閣
議

設
計
画
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

v
m山
首
総
務
建
設
常
任
委
譲
合
審
査
会

e

平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
議
設
計
密
案

静
一
一
議
議
、
つ
い
で
、
新
市
庁
舎
の
敷

地
確
保
に
つ
い
て
さ
ら
…

L
担
憧
極
的
に

遠
雷
ず
る
よ
う
理
事
者
に
要
望
し

た
。

刃物の持ち歩きは

身をiまるiますノ
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第 107 号

民
付
け
、
防
火
塗
薬
帯
を
指
定
、
本
格

的
に
、
鴻
店
街
を
耐
火
構
造
化
す
る
よ

う
あ
ら
た
な
諸
条
件
を
示
し
て
き
ま
し

た
。

乙
の
防
火
回
世
築
揖
聞
の
指
定
を
護
け
た
と

こ
ろ
は
、
平
塚
駅
前
i
間
関
道
交
差
点

1
郎
ッ
魚
i
新
仲
通
担
率E点
ま
で
の

九
百
九
十
六
計
調
の
間
同
開
商
店
街
で
、

南
側
と
も
、
指
廷
さ
私
事
ん
煽
は
旗
開
則
的
一

に
十
一
一
町
、
百
一
一
一
十
数
店
舗
が
ふ
く
ま
一

を
不
幸
な
人
ぴ
と
に
わ
か
ち
品
え
~

少
し
で
払
再
悼
み
よ
く
邸
る
い
世
の
中

を
つ
く
る
よ
う
、
心
掛
け
な
げ
れ
ば

こ
と
し
も
い
よ
い
よ
十
二
月
で
い
る
よ
う
で
す
し
、
恐
務
員
。
給
与
社
会
の
向
上
は
恕
待
ず
る

ζ
と
が
で

す
O
H
m
-
の
瀬
で
す
ね
。
乙
の
瀬
を
こ
の
べ
!
ス
@
ア
サ
プ
糸
口
な
わ
れ
ま
き
ま
せ
ん
。

さ
な
い
こ
と
に
は
、
お
正
月
を
む
か
す
乙
、
昨
笠
木
の
そ
れ
を
う
わ
ま
わ
そ

ζ
で
、
例
年
の
援
策
助
け
合
い

え
る
こ
と
が
で
吉
ま
せ
ん
。
る
期
末
手
当
も
当
然
招
待
さ
れ
て
お
濃
薮
が
必
要
で
あ
れ

d、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る

ζ
と

市
役
所
も
、
二
十
八
日
が

ζ
と
し
白
ま
す
の
で
、
崩
る
く
楽
し
い
お
正

，
い
な
る
わ
け
で
す
。
ζ
れ
も
、
年
の

の
縮
問
納
め
の
白
、
例
年
の
こ
と
な
用
が
、
む
か
え
ら
れ
る

ζ
と
と
お
も

織
に
は
毎
年
く
b

か
え
さ
れ
る
行
事

が
ら
、
あ
わ
た
だ
し
い
年
の
審
、
お
わ
れ
ま
す
。

の
ひ
と
つ
、
昨
年
よ
b

い
く
ら
か
で

ち
つ
い
て
ふ
与
え
功
、
反
省
す
る
ト

E伊
妻
い
は
ず
の
ポ
去
を
ふ
と
こ

の
は
、
お
正
月
に
な
τ
て
か
ら
の
こ

F酔
L
h
轟
幾
穆
F

桝
幽
』

M
M吋
弘
総
瀦
郵
税
智
正
紛
梯
山
田
ろ
に
、
曲
置
か
な
気
持
ち
で
お
翼
秘
が

と
。
き
ま
E

き
っ
光
こ
と
な
の
で
す
阿
制
旧
日
為
鶴
間
底
油
醐
笥
酔
一
吋
コ

時
鰻
膨
惚4
鍔
岨
醐
〓
ぶ
ん
で
ぎ
る
事
ぴ
宏
、
ぜ
ひ
木
一
輩
、
な
人
た

が
、
空
襲
手
当
に
つ
い
て
の
院
関
韓
器
産
関
ち
に
も
わ
け
て
上
げ
て
下
さ
い
。
街

程
変
渉
と
い
う
年
害
事
が
あP
2
4

轟
警
和
飯
高
重
量
は
、
勉
監
の

ま
ず
。
市
の
費
、
ま
た
は
失
寄
せ
唱
警
を
は
じ
め
有
志
に
よ
っ
て
行
な

務
者
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
が
あ
る
罰
回
れ
ま
し
ょ
う
し
、
み
な
さ
ん
の
御

の
で
、
組
合
員
の
街
活
の
定
安
の
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
反
邸
、
わ
が
平
家
庭
へ
も
、
民
生
寮
員
や
穆
仕
者
の

め
、
一
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
有
期
一
警
ミ
九
百
基
客
の
告
か
た
が
、
袋
主
ず
さ
え
て
お
襲

来
手
当
は
、ζ
れ
こ
れ
の
線
で
笈
給
保
護
世
厳
が
あ
担
、
な
お
多
く
の
ボ
い
に
う
か
が
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
戎
か
な
さ
れl
ダ
i
@
ラ
イ
ン
生
活
困
窮
者
が
あ
涯
か
い
お
こ
こ
ろ
が
、
わ
対
援
す
る

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
裳
求
額
を
目
、
乙
の
年
の
一
慨
を
ど
苦
し
臨
ん
ら
乙
市
を
弱
る
く
す
る
灯
ハ
と
も
し
び
)

わ
れ
止
だ
す
根
拠
も
あ
る
こ
と
で
す
せ
る
か
と
、
菅
野
し
て
い
る
人
び
と
で
す
。

し
、
市
長
の
立
錫
と
し
て
も
、
で
き
が
あ
る
わ
り
で
す
。
わ
た
く
し
ど
も
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
よ
い

る
だ
け
老φ
妥
誌
に
呆
う
よ
う
心
配
ζ

の
社
会
に
生
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。だれにも繋え
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み、心配むとを
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J:: 要量 e 毎月第 1

.. 12 月

重曹 3 Fl輝君持~1号勝。

ととる e'" 瞳若松事務所応串荏皇室

髄重量重量 e ・ e ・ ...轟華人雲監接議員ほ世

額聾車内容@身のうえ@事重量軽@家庭

@住鷺@寵聖書量@結婚@話務@教育

その他精神君主轟歪額約機霊童なんでも

市政の新展開にそなえて

相撲JII開発などd革委員会

市議会は、さきの第 3 固定例会の最終日 9 月

3む自に、議会各常任委員会の委員改選と、特

別委員会の再編成を行ない、あたらしい調査

審議体制をととのえました。とくに、特別委

員会ρ再編成では、いままで 8委員会あった

ものを、相模)[[~号発@衛生対策@平塚駅対策

@工場誘致の 4委員会に整理統合し、特別委

員会の性格を明確なものとして、市政のあた

らしい展開にそなえた点が注目されます。各

委員会の新委員は次のとおりです。

E総務常任委員会] 一一定数 9 名一一

委員長 e 島海源一(写真友〉

閣委員長・内藤敬一。委員僧官 )[1

惣次郎、芹沢貫一、大橋正義、

倉田英、沖津区

E産業常任委員会〕 一一定数 9 名一一

委員長・山鰭呂雄(写真左〉

副委員長e武藤礼二。委員e石 )11

霊昌、古家安治、山田与七郎、

佐革政勝、藤沢俊範、八回知治

石田直治

E文教民主主常任委員会3 一一』定数 9 名一一一

委員長・土屋照久(写真左〉

副委員長鍾星野盛雑。委員・田中

間郎、角田章富雄、山梨三男造、

鈴木竹次郎、島津清、津隠初

ニ (11ろ欠員〉

E建設常任委員会〕 一一定数 S名一一

委員長@島村速雄く写真左〉

磁委員長@岩崎鰻之幼。委員@府

)11勝司、和田桂司、 )[1 口賢三、

前回義信、根岸扮j次郎、富田藤

太郎、.1.1本庄三

E拐事襲JII豊富発特別委員会3 一一定数 9 名一一

議員長@八E自先i治く写真左〉

副委員長e富国語義太郎。委員@武

藤礼二、山崎昌雄、和田桂司、

内藤敬一、安村恵三、加藤武

島津清

E衛生対策特別委員会3 一一定数 9 名一一

委員長・倉E日 英(写真左〕

副委員長e佐草政勝。委員@府)[1

勝湾、角[}l鋲雄、山関与七郎、

JII 口賢三、藤沢俊範、星野盛雄

1中津箆

E平塚駅対策特別委員会3 一一定数 8 名一一

委員長@山梨三三男迭(写真左〉

高~員長" WJ E8言受信。委員・官

)[1惣次郎、古家安i告、芥ìJì主主一

鈴木竹次郎，昆泊源一，山本i王5

E工場鶴数特別委員会]一一定数 9 名一一

委員長・問中四郎(写真左〉

副委員長@石印箆治。委員白石)[1

重呂、岩崎鰹之助、根岸望号次郎

大橋正義、島村速雄、津回初二

土E霊照久、

学校給食優良校￠折白紙をつけられた嬢欝小の聖書
食作業 問内{立優良児内藤信男君

.田明同値h

・__..

県議居室共進会乳牛未経産 2 提震の部方、優等賞@藤

紘大臣賞など 11貨を獲得した下宮沢加態勝重量古ん

と優等牛。加藤さんはæ~田 12アール、牛4ll費者飼

う中堅農家官、「県入賞は予想外でしたjとよろこ

びを諮っていました。力ツポウ着姿{立築吉ん。
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議灘援護

平塚市豊百本郷に道場(どう

じよう〉という地域がある。平

塚一伊勢原線県道の右側にあた

る集務地域である ο ここには古 l 当時からの、幕僚のひとり

米大臣宝塚くおおばづか〉とよぷ l る。かれはその父の奥津城をこ

古語訳がある。 4 平方米ほどの小!こに築いたのである。

円墳で痕跡的なものであるがむ 大庭氏は相撲菌高度郡大庭皮
かしは相当な規模をもったもの l をひろく領し家も富み一族また

であったらしい。もっとも問所 栄えた豪族であったから先考景、

の島村速雄氏によれば現在の塚 宗の葬儀はさだめし盛大に行っ

は i自伎援のものではないとい たものとみえる。したがって冨j

う。ながい年月のあいだに変移 葬品として金銭三五潔等すばらし

したものらしし、。 い金自のものがあまた埋納され

吾妻鏡文治 4年く1188) 11月 l ているにちがいないとの想像が

27日の条に 1.... 景能の父景宗 盗掘被害となったのであろう。

の壌慕栂撲国豊蔚ノ庄にあり。があげてびっくり玉手籍たいし

しかるに若干盗競い来って塚を堀 j たE重宝Zもなく盗掘の途中たちは

り開き約むるところのE室主主等を l 骨折り損のくたびれ儲けとばか

盗み取り去りおおんぬ。これをiJこぼしあいつつ顔みあわせた

追奔くついほん〉すといえども!ことをおも 5 とおかしくもなる

の

を
お
\
ら
な
い

各
の
植
樹
と
ハ
チ
の
手
入
れ
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露
掛
端
認
替
詑b
uい

骨
月
は
、
神
罰
広
報
議
員
会
の
茂
鼠
鷲
警
嬰
置
に
同
行
い
た
だ
い
て
、
農
産
擦
の
案
内
で

、
護
福
の
譲
セ
ン
タ
ー
安
訪
れ
、
島
村
遠
藤
氏
ほ
か
五
人
の
懇
臣
賞
か
ら
、
経
営
ぷ

B

構
怒
を
お
き
さ
し
ま
し
た
。
養
豚
の
ト
ッ
プ
を
ゆ
く
枠
内
同
飼
育
は
、
い
ま
、
娘
風

M
Lホ
を

上
げ
た
感
乙
で
し
た
。

街灯をつけてほしい
馬入箆土ミノレク裳道路に街灯を。協

がおもると 1m先きもええないL.

市街部だけに，防犯の意味からもぜ

ひ。毎月なにがしかの町会費を払っ

ているが，防犯灯建設などには使わ

れないのだろうか。実情謁査のうえ，

ぜひ防犯灯をたててほしい。

馬入2942 石関簿

お答え市ではことしから，街
路灯に， 1 灯 1 ， 000円以内の設置補

助金を出しています。この補助金は

自治会@町会などの団体に対して支
出するもので億人には出しません。
あなたのご意見は，松原広報委員会
を通じて，地元馬入町会でとりあげ
るよう依頼しました。この街路灯設

置補助金のことは，前号広報紙でく
わしく説明しました。ど一読くださ

い。(総務課〉
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に
と
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
白
ま
せ
ど
苦
し
て
こ
ん
な
に
か
ち
あ
う
の

ん
。
乙
の
前
の
選
率
の
と
き
は
み
ん
か
と
い
う
と
、
釈
放
さ
れ
な
い
う
ち

な
寝
広
れ
ず
、
一
貌
申
立
ち
ん
ぼ
ラ
に
、
ふ
だ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

だ
っ
光
乙
と
亨
え
あ
っ
た
の
で
す
か
気
持
ち
を
家

b
す
た
め
に
、
み
ん
な

ら
、
お
ま
わ
D
さ
ん
が
箇
る
の
も
然
一
せ
い
に
「
差
し
入
れ
屋
」
に
殺
到

叩
聞
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
ず
る
の
で
す
。
援
し
入
れ
し
な
い
う

で
も
そ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
ち
に
出
て
こ
ら
れ
る
と
「
窓
役
知
ら

て
も
、
議
く
れ
の
留
鐙
人
た
ち
は
決
な
い
や
つ
だ
。
」
と
ニ
ラ
ま
れ
る
か

「
え
ら
いζ
っ
ち
ゃ
。
い
っ
ぱ
い
に
し
て
交
勾
を
言
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ら
で
す
。

な
っ
て
し
ま
う
が
な
。
」
お
ま
わ

p

え
ら
い
ダ
ン
ナ
衆
が
連
れ
て
乙
ら
れ
ダ
ン
ナ
方
は
、
当
選
し
た
先
生
か

さ
ん
は
嬉
し
い
よ
@
みL
J
b

〆
豊
富
凶
ト

B

ら
保
釈
金
や
、
弁

う
な
、
迷
惑
な
よ
事
ヨF
し
サ
A

レ
引
い
観
覧
喜
望
書
主
ろ

う
な
柑
闘
を
し
て
い
、
.
a
'
:

ん
、
る
す
宅
ま
で

ま
ず
。
い
よ
い
よ
選
挙
違
反
者
殺
あ
る
と
、
必
ず
「
慈
し
入
れ
」
が
ど
っ
見
て
も
ら
い
ま
す
。

す
の
続
け
方
に
急
援
し
て
、
任
窓
出
さ
り
あ
る
か
ら
で
す
。
食
事

P
き
に
め
ん
ど
う
た
み
な
い
で
知
ら
ん
顔
を

践
の
か
充
ち
で
欝
察
へ
悶
〔
円
リ
、
形
ど
な
る
と
、
閉
山
の
食
堂
で
た
べ
る
よ
う
す
る
先
生
も
い
ま
す
が
、

ζ
れ
は
非

お
担
の
調
べ
の
後
、
逮
捕
状
を
執
行
な
定
食
が
、
果
物
(
く
だ
も
の
〉
つ
常
に
売
却
刊
に
と
っ
て
危
険
で
す
。

ζ

す
る
と
い
うζ
と
が
内
示
さ
れ
た
か
き
で
一
一
一
人
部
も
蕊
人
前
も
く
る
の
で
の
次
に
は
、
犠
牲
に
な
り
っ
ぱ
な
し

ら
で
ナ
。
す
。
胞
が
い
っ
ぱ
い
な
ダ

y
ナ
衆
は
の
ダ
ン
ナ
衆
が
、
対
立
候
補
の
応
援

人
数
は
七
人
と
い
う
の
で
す
。
一
一
一
ほ
と
ん
ど
口
を
つ
け
な
い
で
、
い
つ
に
ま
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

つ
し
か
な
い
康
房
に
、
い
ま
で
も
八
も
ク
サ
イ
飯
を
食
べ
て
い
る
隠
じ
蔀
×
×

入
い
る
の
で
す
。
一
つ
の
部
屋
は
酔
震
の
人
た
ち
み
ん
な
が
、
そ
れ
に
あ
門
生
透
視
学
説
援
会
福
珊

a
パ
ン
フ
レ

つ
ば
ら
い
や
、
少
年
、
婦
人
の
保
護

D

つ
け
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
ッ
ト
タ
話
し
品
い
ん

q
よ
世
阿

くる鑓ン告ハヲ霊童

冬究);者苦い。;まい‘こ晶び t;:: 琢息の文(J:;主宅、そのまえ守、義援

センター B 人勺事基金重量;1:、絢ふくら ts ，t適者己もごも言語訴して

〈れた.1

三
多く鞍随〉駐在さん一家(東映〉告年と村の駐在一家を明るく播〈
海を渡る友情(東映)綴鮮と百本の世年のj詞の友情を措く

育鎮の顔〈日活配給)南米太平洋岸地方の土人の生活を記録


